
古来より日本と朝鮮半島の
交通の要・巨済市

自然が作り上げた
美しき島

巨済市は 10 個の有人島と
64 個の無人島でなっていま
す。巨済海金剛などの美し
い浜辺は、東北アジア最高
と言われています。世界的
な造船海洋観光都市であり、
豊かな海産物に恵まれた市
です。徐福が立ち寄ったと
の伝説も伝えられています。

（写真左から）巨済海金剛、冬のソナタのラストシー
ンのロケ地となった外島ボタニア

巨
済
市

大
韓
民
国
・

  

コ
ジェ
市

八
女
市
と
韓
国
・
巨コ

ジ
ェ済
市
の
姉
妹
都
市
締

結
調
印
式
が
５
月
30
日
㈬
お
り
な
す
八

女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
両
市
の
市
長

や
市
議
、市
職
員
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
両
市
に
は
、
不
老
不
死
の
薬
を
求
め
て
旅
し

た
「
徐
福
」
伝
説
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
19
年
か
ら
両
市
の

保
存
会
・
研
究
会
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
22
年
か
ら
両
市
長
や
市
議
会
、

民
間
団
体
の
代
表
な
ど
が
相
互
訪
問
し
合
う
な

ど
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
５
月
３
日

に
は
、
市
長
や
議
長
な
ど
関
係
者
が
巨
済
市
を

訪
問
し
調
印
式
を
行
い
、
今
回
巨
済
市
一
行
を

迎
え
て
八
女
市
で
の
調
印
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
巨
済
市
は
、
朝
鮮
半
島
の
東
南
端
に
位
置
す

る
、
韓
国
で
は
２
番
目
に
大
き
な
島
で
す
。
周

り
を
海
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
海
洋
都
市
で
、
造

船
業
、
漁
業
、
観
光
な
ど
が
主
な
産
業
で
す
。

緑
豊
か
な
田
園
都
市
八
女
市
と
は
環
境
の
異
な

る
対
照
的
な
「
海
と
山
」
の
交
流
で
す
が
、
お

互
い
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
は
観
光
、

産
業
、
教
育
、
文
化
芸
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
交
流
を
進
め
、
持
続
的
な
友
好
交
流
関
係

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

巨
済
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結写真上：調印式が終わり握手を交わす。左から、井上賢治八女市議会議長、三田村統之八

女市長、權民鎬（クォン ミン ホ）巨済市長、黃宗明（ファン ジョン ミョン）巨済市議会議長

韓
国

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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八女市での調印式がとどこおりなくできたことを、心か
ら感謝します。徐福伝説を共に持ち、顕彰している市民
団体の交流から始まり、それが持続的交流へと拡大して
いき、両市の多くの関係者の皆様の心温まる交流が進め
られていきました。海に恵まれた韓国で最も美しい海洋
都市・巨済市と、緑豊かな自然環境にある八女市の交
流は、両市の更なる発展が期待できるものと確信してい
ます。姉妹都市締結により、スポーツや文化、産業の交
流、子どもたちの交流など、これから末長い交流を続け
ていきたいと思います。多大な理解とご支援をいただい
た関係者の皆様方に改めて感謝申し上げます。

　
30
日
夕
方
か
ら
、
巨
済
市
の
皆
さ
ん

の
歓
迎
会
が
い
わ
井
で
開
か
れ
ま
し
た
。

前
回
の
交
流
会
で
す
っ
か
り
親
し
く
な
っ

て
い
る
人
も
い
て
、
韓
国
語
や
日
本
語

な
ど
で
再
開
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

　
八
女
市
体
育
協
会
副
会
長
の
金
ケ
江

悦
子
さ
ん
は
「
少
年
ス
ポ
ー
ツ
や
女
性

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
多
世
代
で
ス
ポ
ー
ツ
の

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」。
八
女
国
際

交
流
協
会
の
杉
島
洋
さ
ん
は
「
少
年
の

翼
で
過
去
４
回
韓
国
を
訪
問
し
て
い
ま

す
。
民
間
レ
ベ
ル
で
、
ま
ず
は
子
ど
も
た

ち
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」。
八
女

市
商
工
会
青
年
部
長
の
栗

原
悠
次
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
や

商
工
会
青
年
部
で
ぜ
ひ
巨

済
市
を
訪
問
し
た
い
」
と

姉
妹
都
市
締
結
を
歓
迎
し

ま
し
た
。

ようこそ　　　　　　　　　　　　　　　　八女市へ

八
女
市
長 

　
　
三
田
村
統
之

巨
済
市
長 

　  

權ク
ォ
ン

民ミ
ン

鎬ホ

さ
ん

「
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

産
業
の
交
流
を
末
長
く

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

「
両
市
が
信
頼
と
い
う
絆

を
も
と
に
協
力
で
き
る

素
晴
ら
し
い
関
係
を
」

「こんにちは！」
アンニョンハセヨ 交流会で

再開を
喜びあう

本日は巨済市の訪問団を温かく迎えていただいたことを
深く感謝申し上げます。巨済市と八女市は徐福の足跡
をめぐる民間団体の交流をきっかけに、交流の幅を広げ
４年間つちかい、本日の調印式となったことをうれしく
思います。関係者の皆様に感謝の意を表したいと思いま
す。本日結ばれた姉妹都市は、ゴールではなく、スター
トです。八女市と巨済市が信頼という絆をもとに、地域
社会の発展と親交のために相互に協力できる素晴らしい
機会であると確信しています。今後は経済・文化・スポー
ツなど幅広い交流を続けていけるよう、最善を尽くして
いきたいと思います。

市役所に到着した巨済市の皆さんを玄関で出迎えました

（上段）巨済市訪問団の皆さん（下段左から）交流会で再開
を喜ぶ皆さん、余興の馬場美雅さんと鳥取和道さん
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古来より日本と朝鮮半島の交通の要・巨済市

巨済市釜山

対馬

大
韓
民
国

八女市

徐福の縁で始まった交
流が両市の交流へと大
きく発展。５月３日には、
まず巨済市で姉妹都市
調印式を行いました。
　　　　　　（今までの経過）

【
平
成
19
年
】
６
月
、
八
女
市
童
男

山
犬
尾
城
址
保
存
会
が
巨
済
市
・

一イ
ル

運ウ
ン

面ミ
ョ
ン・
臥ワ

ヒ
ョ
ン
リ

峴
里
に
あ
る
「
徐
福

留
宿
地
」
へ
訪
問
し
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、
平
成
21
年
７
月
ま
で
巨

済
市
の
「
徐
福
留
宿
地
研
究
会
」

と
の
間
で
徐
福
研
究
の
た
め
の
相

互
訪
問
・
情
報
交
換
な
ど
の
交
流

が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
】　
８
月
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
八
女
市
長
が
巨

済
市
を
訪
問
し
、
同
年
11
月
に
は

權
民
鎬
巨
済
市
長
が
八
女
市
を
訪

問
。
両
市
の
友
好
関
係
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

【
平
成
23
年
】
３
月
、
八
女
市
長
が

巨
済
市
を
訪
問
、
同
年
９
月
に
は

八
女
市
長
が
市
議
会
や
民
間
団
体

と
巨
済
市
を
訪
問
。
同
年
11
月
に

は
巨
済
市
長
・
議
会
議
長
・
民
間

団
体
の
皆
さ
ん
が
八
女
市
を
訪
問

し
、
姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
て
具

体
的
な
話
し
合
い
と
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

【
平
成
24
年
】
２
月
８
日
、
八
女

市
は
巨
済
市
に
対
し
姉
妹
都
市
締

結
を
正
式
に
依
頼
。
４
月
19
日
に

巨
済
市
議
会
に
お
い
て
「
八
女
市

と
巨
済
市
の
姉
妹
都
市
締
結
同
意

案
」
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
両
市
に
お
い
て
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、
巨
済
市
に
お

け
る
調
印
式
は
５
月
３
日
に
八
女

市
長
が
巨
済
市
を
訪
問
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

（写真）5 月3日巨済市を訪問し、姉妹都
市締結を結んだとときの様子

巨済市は、釜山市の南西沖の巨済島にあり、
面積約 400 平方キロメートル、人口は 23
万人。開麗海上国立公園の中央に位置し、
造船業や漁業が盛んです。古来、この島は
日本と朝鮮半島の交通の要でした。
巨済とは「大きく恵む」あるいは「大きく救う」
の意味を持ちます。巨済海金剛を始めとす
る美しい海岸、海水浴場には、夏場多くの
観光客が訪れます。また、大宇造船海洋㈱
やサムスン重工業㈱巨済造船所があり、世
界の中の造船産業の中心地でもあります。
2010 年 12 月に釜山～巨済間に「海上シル
クロード」と呼ばれている巨加大橋が開通
しました。
◦人口＝236,293 人（2011年 9 月現在）
◦面積＝ 401.62㎢　
◦主な産業＝造船業、漁業、観光
◦特産物＝タラ、デコポン、シイタケ、牡蠣、
カタクチイワシなど



7月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

出
産
後
の
女
性
は
、
産
後
１
か
月
ほ

ど
の
期
間
に
急
激
な
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
変
化
が
起
き
る
た
め
、
身
体
的
に

も
精
神
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
起

き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加

え
、
母
親
と
し
て
休
む
間
も
な
く
１
～

３
時
間
お
き
の
授
乳
、
オ
ム
ツ
替
え
、

赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
に
追
わ
れ
、
さ
ら
に

は
家
事
な
ど
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

出
産
直
後
か
ら
数
日
後
ご
ろ
ま
で
生

じ
る
、
何
と
な
く
涙
も
ろ
く
な
っ
た
り
、

気
分
が
沈
ん
だ
り
、
心
身
に
不
調
が
生

じ
た
り
な
ど
は「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
」

と
呼
ば
れ
、
産
後
多
く
の
女
性
が
体
験

し
ま
す
が
特
に
治
療
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
産
後
１
～
２
週
か
ら
数
か

月
以
内
に
気
分
の
沈
み
、
日
常
の
生
活

で
興
味
や
喜
び
が
な
く
な
る
な
ど
の
症

状
が
お
こ
る
場
合
は
、「
産
後
う
つ
病
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
基
本
的
な
症
状
は

う
つ
病
の
症
状
と
同
様
で
す
が
、
食
欲

低
下
ま
た
は
増
加
、
不
眠
ま
た
は
睡
眠

過
多
、
気
力
の
減
退
、
必
要
以
上
に
自

分
を
責
め
た
り
、
自
分
は
全
く
価
値
が

な
い
人
間
だ
と
感
じ
た
り
、
時
に
は
死

に
つ
い
て
繰
り
返
し
考
え
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
２
週
間
以

上
続
き
そ
の
た
め
に
著
し
い
心
理
的
な

苦
痛
を
感
じ
た
り
、
家
事
や
育
児
に
障

害
を
き
た
し
た
り
す
る
場
合
に
「
産
後

う
つ
病
」
と
診
断
さ
れ
、
10
～
20
％
の

頻
度
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
産
後
う
つ
病
」
の
症
状
は
軽
度
で

あ
る
場
合
が
多
く
、
家
族
や
友
人
の
支

え
が
あ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
治
療
が
必
要

な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、

「
産
後
う
つ
病
」
と
診
断
さ
れ
た
時
に
は

専
門
家
の
助
け
を
借
り
て
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
内
服
薬
を
処
方
し
て
も
ら
う

こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、、

本
人
が
気
づ
か
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、

ぜ
ひ
周
り
の
人
が
産
後
の
女
性
の
こ
こ

ろ
え
と
か
ら
だ
の
変
化
に
気
づ
い
て
早

め
に
対
応
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

も
し
か
し
た
ら
自
分
も
産
後
う
つ

で
は
な
い
か
と
心
配
な
時
は
、
ま
ず
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
健
康
推
進
課
で
も
相

談
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ

さ
い
。

◦
健
康
推
進
課
保
健
指
導
係

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

　こころの悩みを抱えた人が、身近で気軽に利
用できる相談窓口として、心理士相談をはじめ
ました。こんなときは、ひとりで抱え込まず、ご
相談ください。
•なんとなく元気がない
•疲れているのに眠れない
•育児や介護などに疲れてしまった
•子どもが不登校、いじめを受けている
•学校や職場の人間関係に悩んでいる
・仕事、学校へいきたくない
•もしかしたら『うつ』かな？
•相談したいけど、いきなり心療内科に
行くのは抵抗がある　など

健
診
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
す

る
た
め
の
情
報
を
ま
と
め
た「
住

民
健
診
ガ
イ
ド
本
」
を
、「
広
報

や
め
」
６
月
１
日
号
と
い
っ
し
ょ

に
全
家
庭
に
配
り
ま
し
た
。
特

定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診（
肺・

胃
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
、
こ
こ
ろ
の
健

診
の
説
明
や
検
診
バ
ス
に
よ
る

集
団
健
診
と
指
定
医
療
機
関
で

の
個
別
健
診
の
受
け
方
等
の
詳

し
い
内
容
が
載
っ
て
い
ま
す
。

集
団
健
診
は
、
予
約
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
住
民
健
診
ガ

イ
ド
本
を
見
て
、
自
分
が
受
け

よ
う
と
思
う
日
程
と
場
所
、
受

診
す
る
健
診
項
目
を
決
め
て
か

ら
専
用
電
話
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
後
に
変
更
さ
れ
る

場
合
も
同
じ
番
号
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
予
約
さ
れ
る
と

健
診
当
日
の
待
ち
時
間
短
縮
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

住
民
健
診
ガ
イ
ド
本
に
は
、

「
40
歳
人
間
ド
ッ
ク
」「
30
歳
代

健
診
」
に
つ
い
て
も
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
２

０
１
）・
保
健
指
導
係
（
☎
２

３
・
１
３
５
２
）

出
産
後
の
女
性
の
心
と
体
の
変
化

ま
ず
は
相
談
を

八
女
市
住
民
健
診
ガ
イ
ド
本

あ
な
た
の
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

健
診
に
し
ま
し
ょ
う

ご覧になりましたか？
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
か

予
約
専
用
電
話

（
変
更
の
連
絡
も
）

▽旧八女市・立花町の受診会場
☎２３・１１６７
▽旧黒木町・上陽町・星野村・矢部村の受診会場
☎２４・９０３９

出
産
後
の
女
性
の

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
不
安
定
で
す

心理士相談のお知らせ

　相談には心理士が応じます。相談料は無料で
す。秘密は厳守します。お一人ずつていねいに
相談を受けるために、予約制にしています。
◦日時＝7月24日㈫・31日㈫
◦場所＝おりなす八女研修棟第2研修室
◦時間＝13：30 ～ 16：30　※要予約
　（１人当たりの相談時間　30分～１時間）
◦定員＝一日3人　
◦対象者＝八女市にお住まいの人
◦問い合わせ・予約＝健康推進課保健指導係

（☎２３・１３５２）

4　2012.6.15　広報やめ
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　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろい
ろな相談に応じます。健康手帳をお持ちの
人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝7月2日㈪ 9時30分～ 11時／八女
市保健センター
◦日時＝7月3日㈫ 13時30分～ 15時／立
花総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝7月3日㈫ 14時～ 15時／星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝7月4日㈬ 14時～ 15時／上陽保
健センター
◦日時＝7月25日㈬ 10時30分～11時30分
／黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝7月26日㈭ 10時30分～11時30分
／矢部基幹集落センター

♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター
◦日にち・対象＝ 
7月10日㈫＝ 10か月児（平成23年9月生）
7月18日㈬＝4か月児（平成24年3月生）
7月24日㈫＝1歳6か月児（平成23年1月生）
7月26日㈭＝3歳児（平成21年7月生）

♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝7月17日㈫

◦対象＝1歳6か月児（平成22年12月～平
成23年1月生）／ 3歳児（平成21年6 ～
7月生）

　参加する人は事前に健康推進課までお
申し込みください。
♪ベビーズクッキング
　ごっくん期（離乳食初期の5 ～ 6か月児）
についてのお話と調理。
♥日時　7月19日㈭ 10時30分～ 13時30
分 ※受付10時～　
♪もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室
　離乳食中期・後期の7か月児～ 1歳児ご
ろについてのお話と調理。離乳食に不安・
心配な人が対象です。託児あり（要申込）。
♥日時　7月12日㈭ 10時～ 13時 ※受付9
時30分～　

〈共通事項〉◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品＝エプロン、三角きん、手拭きタ
オル、筆記用具　◦材料費＝300円　◦定
員＝先着15人

　子育てのことで、少しでも心配なことが
あったらお気軽にご相談ください。身長・
体重測定もできます。母子健康手帳をお
持ちください。※相談日以外でも、窓口や
電話で子育て相談を行っています。
※各地域の主任児童委員も家庭の相談に応
じています。福祉課援護係（☎23・1350）
◦日時＝7月4日㈬ 14時～ 15時／ 上陽保
健センター

◦日時＝7月9日㈪ 9時30分～ 11時／八
女市保健センター
◦日時＝7月12日㈭ 11時～ 12時／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝7月20日㈮ 13時15分～ 14時30
分／ 八女市保健センター
◦日時＝7月26日㈭ 10時30分～ 11時30
分／ 矢部基幹集落センター

　心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のある
人です。心配なことがあればお気軽にご相
談ください。※予約制
♥日時　7月11日㈬、26日㈭ 9時～16時
♥会場　八女市保健センター
♥日時　7月17日㈫　9時～16時
♥会場　黒木地域交流センター「ふじの里」

　母子健康手帳をお持ちください。「予防接
種予診票」は家庭で記入してください。小
冊子「予防接種と子どもの健康」を事前に
よく読んでおいてください。
◦日時＝7月12日㈭ 13時30分～ 14時30分
／八女市保健センター
◦対象＝3か月以上7歳6か月未満
 ※次回は8月9日㈭八女市保健センター

健康相談 健康推進課（☎23・1352）

乳幼児健診 健康推進課（☎23・1352）

黒木総合支所管内幼児健診 

離乳食教室

ポリオ予防接種

乳幼児心理相談

７
月
の
健
康
だ
よ
り

予
防
接
種
受
託
医
療
機
関

子育て相談 健康推進課（☎２３・１３５２）

病医院名 TEL ＢＣＧ 三種混合 二種混合 麻しん風しん混合 日本脳炎
麻生医院（宅間田） 23・5800 ● ● ● ●
池田レディスクリニック（本村） 23・5555 ● ● ● ● ●
いしもと小児科医院（岩崎） 22・7111 ● ● ● ● ●
井上クリニック（本町） 30・2020 ● ● ● ● ●
大内医院（酒井田） 24・1398 ● ● ● ●
城戸医院（鵜池） 23・5303 ● ● ● ● ●
草場内科循環器科医院（納楚） 23・5171 ● ● ● ● ●
久良木医院（上陽町） 54・2009 ● ● ● ● ●
黒岩外科医院（本町） 23・2858 ● ● ●
公立八女総合病院（高塚） 23・4131 ● ● ● ●（１～３期実施） ●
後藤内科医院（上陽町） 54・2221 ● ● ● ● ●
ごんどう内科クリニック（山内） 23・3010 ● ● ● ● ●
しばた医院（上陽町） 33・7373 ● ● ● ● ●
中野内科循環器科（吉田） 25・3010 ● ●
東医院（本町） 23・5212 ● ● ● ●
藤本産婦人科医院（本町） 23・2733 ● ● ● ● ●
戸次循環器科内科医院（馬場） 22・3100 ● ● ● ●
柳病院（吉田） 23・2176 ● ●
山田医院（本町） 23・4853 ● ● ● ●
吉田胃腸科内科医院（室岡） 23・3806 ● ● ● ● ●
吉山クリニック（稲富） 30・2200 ● ● ●
今村循環器科・内科（黒木町） 33・2115 ● ● ●
クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887 ● ● ● ●
木屋診療所（黒木町） 42・0071 ● ●（2～4 期実施）
冨田医院（黒木町） 42・0173 ● ● ● ● ●
中島医院（黒木町） 42・0235 ● ● ● ●
原医院（黒木町） 42・0336 ● ● ● ●
岡村医院（立花町） 23・2770 ● ●（3・4 期のみ）
たちばな森の里クリニック（立花町） 35・1000 ● ● ● ●
中村内科医院（立花町） 37・1601 ● ● ● ● ●
みやざき内科（立花町） 37・0008 ● ● ● ● ●
林医院（立花町） 23・5557 ●
山口医院（星野村） 52・3131 ● ● ● ● ●
矢部診療所（矢部村） 47・2700 ● ● ● ● ●

※広報やめ５月15日号7ページ「予防接種の案内」の記事の中で「平成24年度予防接種受託医療機関」の一覧がもれていました。おわびして掲載します。

※
病
・
医
院
に
よ
っ
て
は
、
接
種
日
・
時
間
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
で
予
約
を
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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八
女
警
察
署
と
八
女
市
の
共
催

に
よ
る「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
伴
う
街
頭
活
動
部

隊
出
陣
式
が
５
月
23
日
㈬
、
立
花

支
所
前
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
八

山
繁
治
署
長
は
「
５
月
は
２
日
連

続
で
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
発
生

し
た
。
八
女
地
区
で
被
害
者
も
加

害
者
も
出
さ
な
い
と
い
う
強
い
気

持
ち
で
、
取
り
締
ま
り
や
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」。
三
田
村

市
長
は
「
安
全
運
転
の
意
識
を
高

め
、
第
４
次
八
女
市
総
合
計
画
に

基
づ
く
交
通
安
全
対
策
や
災
害
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
白
バ
イ
を
先
頭

に
パ
ト
カ
ー
な
ど
約
40
台
が
一
斉

に
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
市
内
を

巡
回
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
で
は
、

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
な
ど
を
買
い

物
客
に
配
り
、
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
し
邑
」（
松

岡
繁
実
代
表
）
が
５
月
11
日
㈮
、

作
成
し
た
八
女
市
福
祉
マ
ッ
プ
を

市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
23
年
度
文
部
科
学
省
の
委
託

を
う
け
て
、
市
民
の
福
祉
と
意
識

の
向
上
を
図
る
事
業
の
一
つ
と
し

て
２
０
０
０
部
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
マ
ッ
プ
は
市
内
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
の
場
所
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
実
際
に
、
ふ
く

し
邑
の
メ
ン
バ
ー
が
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
市
内

施
設
や
店
舗
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。「
調
査
の
中
で
市
内
に
は

使
い
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
不
備
な
施

設
も
あ
り
ま
し
た
。バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
は
、
こ
れ
か
ら
し
ょ
う
が
い

者
だ
け
で
な
く
高
齢
者
な
ど
誰
に

と
っ
て
も
便
利
で
使
い
や
す
い
ト

イ
レ
で
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
は
、
重
要
な
こ
と
を
皆
さ
ん
に

認
識
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
メ
ン

バ
ー
の
一
人
の
中
園
和
子
さ
ん
は

話
し
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
マ
ッ
プ
は
市
の
施
設

に
配
置
す
る
と
と
も
に
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
教
材
と
し
て

学
校
現
場
で
も
活
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

6

（前列）八女市福祉マップを手にするふくし邑の皆さん

矢部村山系の登山の安全を祈願しました

白バイを先頭にパトロールに出発しました

1メートル以上垂れ下がった花房の下で休憩する観光客

作成された八女市福祉マップ

八
女
地
区
か
ら
被
害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い

ふ
く
し
邑
が
福
祉
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た

登
山
者
の
安
全
願
う

大
藤
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

福
岡
県
下
最
高
峰
の
釈
迦
岳
を

含
む
矢
部
村
山
系
の
山
開
き
が
５

月
12
日
㈯
、
杣
の
里
渓
流
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
矢
部
村
に
は
、

釈
迦
岳
や
御
前
岳
、
前
門
岳
、
三

国
山
、
猿
駈
山
、
文
字
岳
な
ど
千

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
り
、

昨
年
か
ら
「
矢
部
八
名
山
」
と
し

て
新
た
に
高
取
山
、
城
山
を
加
え

登
山
道
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

式
典
に
は
、
約
90
人
が
出
席
し
、

１
年
間
の
登
山
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。
式
典
後
に
参
加
者
は
、

自
生
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
き
誇
る

源
流
の
森
や
新
緑
を
楽
し
み
な
が

ら
御
前
岳
か
ら
釈
迦
岳
へ
の
縦
走

登
山
を
行
い
ま
し
た
。

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り
が
４
月
18

日
㈬
～
５
月
６
日
㈰
ま
で
素
盞
嗚
神

社
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

祭
り
期
間
中
の
雨
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
花
の
見
ご
ろ
も
短
く
な
り
ま
し

た
が
、
約
17
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

藤
の
花
の
あ
る
境
内
で
は
、
写
真
を

と
る
な
ど
訪
れ
た
人
は
思
い
思
い
に

藤
の
花
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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５
月
12
日
㈯
に
行
わ
れ
た
第
63

回
福
岡
県
植
樹
祭
で
、「
猫
尾
城
の

会
」（
伊
藤
正
雄
会
長
）
と
「
く
ろ

ぎ
起
源
会
」（
田
中
義
友
会
長
）が
、

福
岡
県
植
樹
祭
実
行
委
員
長
賞
を

受
け
ま
し
た
。
と
も
に
、
黒
木
町

の
城
山
公
園
で
活
動
し
て
お
り
、

く
ろ
ぎ
起

源
会
は

「
さ
く
ら

祭
り
」
や

桜
の
記
念

植
樹
祭
の

企
画
な
ど

イ
ベ
ン
ト

の
実
施
、

猫
尾
城
の

会
は
桜
の

手
入
れ
や
草
刈
り
な
ど
の
整
備
活

動
を
く
ろ
ぎ
起
源
会
と
共
に
行
っ

て
い
ま
す
。
両
会
を
中
心
と
し
た

活
動
に
よ
り
、
城
山
公
園
は
県
内

で
も
有
数
の
桜
の
名
所
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の

森
林
整
備
や
緑
化
意
識
の
高
揚
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
式
典

後
は
モ
ミ
ジ
の
記
念
植
樹
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

両
会
長
は
、「
63
回
を
数
え
る
県

植
樹
祭
で
の
受
賞
は
意
義
深
く
う

れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
城
山
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、若
い
人
た
ち
に
も
関
心
を
も
っ

て
も
ら
い
、
将
来
も
活
動
が
維
持

で
き
る
こ
と
を
願
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

【
城
山
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
猫
尾
城
の
会
で
は
、年
に
６
回
程

度
の
草
刈
り
や
清
掃
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
活
動
い
た
だ

け
る
人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所
産

業
経
済
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

「
お
茶
の
木
」
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る

お
茶
摘
み
が
５
月
12
日
㈯
、
黒
木

町
笠
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
お
茶

の
木
」
オ
ー
ナ
ー
は
募
集
し
た
60
数

区
画
が
完
売
し
大
盛
況
。
こ
の
日
は

福
岡
市
や
北
九
州
市
な
ど
か
ら
オ
ー

ナ
ー
の
家
族
な
ど
約
80
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

車
を
降
り
る
と
目
の
前
に
広
が
る

お
茶
畑
に
「
ワ
ァ
ー
」
と
歓
声
を
あ

げ
、
早
速
記
念
撮
影
す
る
人
も
い
ま

し
た
。
自
分
で
摘
ん
だ
お
茶
を
楽
し

み
た
い
と
い
う
ご
夫
婦
や
子
ど
も
に

お
茶
摘
み
体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
っ

た
家
族
づ
れ
が
多
い
中
、
大
学
の
同

窓
会
の
企
画
で
参
加
し
た
と
い
う
若

者
も
十
数
人
い
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ

り
山
の
緑
が
き
れ
い
」
と
山
間
の
茶

畑
で
、
日
ご
ろ
は
味
わ
え
な
い
お
茶

摘
み
体
験
を
参
加
者
は
満
喫
し
ま
し

た
。
摘
み
取
っ
た
お
茶
は
加
工
し
て

オ
ー
ナ
ー
の
自
宅
へ
配
送
さ
れ
ま
す
。

岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
危
機
管

理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
小
中
学

生
に
津
波
避
難
を
指
導
し
た
群
馬

大
広
域
首
都
圏
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
片
田
敏
孝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

防
災
講
演
会
が
５
月
22
日
㈫
お
り

な
す
八
女
で
あ
り
ま
し
た
。
片
田
さ

ん
は
、
今
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
近
い
う
ち
に
三
陸
沖
の
地
震
が
発

生
し
必
ず
大
津
波
が
発
生
す
る
、
災

害
か
ら
命
を
守
る
に
は
逃
げ
る
こ
と

だ
と
の
信
念
か
ら
、「
想
定
に
と
ら

わ
れ
る
な
」「
最
善
を
つ
く
せ
」「
率

先
避
難
者
た
れ
」
と
徹
底
し
て
子
ど

も
た
ち
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
防
災
教
育
で
学
ん
だ
こ

と
を
見
事
に
実
践
し
、
釜
石
の
小
中

学
生
約
３
０
０
０
人
の
ほ
と
ん
ど
が

生
き
延
び
「
釜
石
の
奇
跡
」
と
し
て

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

片
田
さ
ん
は
、
近
年
地
球
温
暖

化
に
よ
る
台
風
の
巨
大
化
傾
向
な
ど

を
話
し
、「
昔
の
気
象
条
件
と
は
違

う
。
八
女
は
安
全
な
所
と
思
い
込
ま

ず
、
住
民
主
導
に
よ
る
避
難
体
制
を

作
る
こ
と
が
大
切
」と
話
し
ま
し
た
。

多くの家族連れがお茶摘みを楽しみました

賞状を受け取る伊藤会長と田中会長（右から）

モミジを記念植樹しました

黒木総合支所に藤の花を届けた黒木小5年生

東日本大震災後であり、熱心に聞きいっていました

八
女
茶
発
祥
の
地
で
「
お
茶
摘
み
」
体
験

藤
の
花
に
感
謝
を
こ
め
て

釜
石
の
奇
跡
か
ら
防
災
を
学
ぶ

福
岡
県
植
樹
祭
実
行
委
員
長
賞
を
受
け
ま
し
た 
猫
尾
城
の
会
・
く
ろ
ぎ
起
源
会

黒
木
小
学
校
５
年
生
は
４
月
18

日
㈬
、
校
区
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
事
業
所
な
ど
に
藤
の
花
を
届
け
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
地
域
の
良
さ
を
知

り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
か
か
わ
り

を
深
め
よ
う
」
と
、
先
輩
か
ら
受
け

継
い
だ
鉢
を
代
々
黒
木
小
学
校
の
５

年
生
が
育
て
、
20
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。
黒
木
総
合
支
所
に
は
５
人
が
訪

れ
、大
石
支
所
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

【おわびと訂正】  6 月 1 日号のまちのわだいの中で「八山八女警察署長」
を「橋山八女警察署長」と誤って掲載していました。おわびして訂正します。
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契約名 受注業者  当初契約額（円） 契約月日 担当課
大藤公園藤棚増設工事 ㈱堤鉄構  3,129,000 10月12日 黒木総合支所産業経済課
八女市働く婦人の家高圧受電設備改修工事 中村電業  1,995,000 10月18日 立花支所総務課
八女市立図書館駐輪場設置工事 ㈲喜水  1,522,500 10月18日 文化課
普通河川白石川河川改良工事 ㈲喜水  3,465,000 10月18日 建設課
普通河川下椎戸木川河川維持工事 ㈲喜水  3,139,500 10月18日 建設課
市道堀切・下大倉線道路維持工事 ㈲立花工務店  2,152,500 10月18日 立花支所建設課
農村環境整備事業黒土地区農道舗装工事 三洋道路㈱  3,780,000 10月18日 農業振興課
市道三河84号線道路維持（舗装）工事 東和建設㈱  2,079,000 10月18日 建設課
市道八幡24号線道路維持工事 中野土木  2,205,000 10月18日 建設課
普通河川祈祷院川河川改良工事 ㈱ホクショウ  5,565,000 10月25日 建設課
普通河川山崎川河川改良工事 中嶋土建  5,775,000 10月25日 建設課
農村環境整備事業大島地区かんがい施設整備工事 ㈲甲斐田組  6,090,000 10月25日 農業振興課
農村環境整備事業蒲原地区かんがい施設（水門）整備工事 ㈱有明工業  5,355,000 10月25日 農業振興課
農村環境整備事業前古賀地区かんがい施設（水門）整備工事 開成工業㈱福岡営業所  6,720,000 10月25日 農業振興課
十籠地区簡易水道配水管布設替工事 ㈱西建設  29,820,000 10月25日 黒木総合支所建設課
市道旧中通・草場・高山線道路改良工事 持丸建設工業㈱  17,220,000 10月25日 立花支所建設課
旧木下家住宅離れ座敷・土塀修理工事 ㈱室園建設  30,975,000 10月25日 都市計画課
原島橋上水道配水管移設工事 ㈱蒲池建設  12,915,000 10月25日 上下水道局
市道 三倉線道路維持（舗装）工事 八女舗道㈱  4,126,500 10月27日 矢部支所建設経済課
市道 桑ノ平論地畑線他道路改良（舗装）工事 共栄舗道㈱  4,725,000 10月27日 矢部支所建設経済課
松瀬谷地区治山工事関連道路整備工事 野中組㈲  1,606,500 10月27日 黒木総合支所林政課
市道 無田線道路維持（舗装）工事 ㈲江田土木  1,617,000 10月27日 黒木総合支所建設課
普通河川横枕川河川維持工事 ㈲桐明建設工業  4,410,000 11月1日 建設課
普通河川二の丸川河川維持工事 ㈲岩部  1,785,000 11月1日 建設課
普通河川久来町川河川維持工事 ㈲三晃重機建設  3,885,000 11月1日 建設課
市道旧国道横道・吹春線道路改良（舗装）工事 ㈲中島土木  2,457,000 11月1日 立花支所建設課
普通河川高良田川河川維持工事 ㈲フクシマ重機  2,730,000 11月1日 建設課
市道本忠見線道路維持（舗装）工事 共栄舗道㈱  3,990,000 11月1日 建設課
普通河川油留島川河川維持工事 山本建設  2,520,000 11月1日 建設課
市道上妻27号線道路維持工事 ㈱ホクショウ  2,877,000 11月1日 建設課
市道馬場本町線道路維持工事 ㈲三晃重機建設  2,677,500 11月1日 建設課
市道白岩・堀切線道路改良（舗装）工事 ㈱甲斐田建設  2,961,000 11月1日 立花支所建設課
市道仁合線道路改良（舗装）工事 松尾建設工業㈱  4,410,000 11月1日 立花支所建設課
査定第37号 市道寄口・室園線道路災害復旧工事 ㈲上陽建設  12,285,000 11月9日 黒木総合支所建設課
査定第25号 市道御側線道路災害復旧工事 ㈱吉開組  7,455,000 11月9日 矢部支所建設経済課
上水道配水管布設工事（国道442号八女・筑後バイパス） 三洋道路㈱  31,500,000 11月9日 上下水道局
森林セラピー第1ロード東屋整備工事 馬場建設  2,572,500 11月17日 黒木総合支所産業経済課
市道後野線 道路改良工事 ㈱大徳  4,074,000 11月17日 黒木総合支所建設課
市道花巡・平野線 道路改良工事 野中組㈲  4,830,000 11月17日 黒木総合支所建設課
八女市立長峰保育所乳児室・保育室トイレ改修工事 ㈲岩本住設  3,150,000 11月22日 子育て支援課
市道岡山67号線道路維持（舗装）工事 斉藤造園  2,940,000 11月22日 建設課
市道福島8号線道路維持工事 橋村建設工業㈲  2,404,500 11月22日 建設課
市道八幡52号線道路維持工事 中野土木  2,992,500 11月22日 建設課
市道岡山227号線道路維持（舗装）工事 豊建設㈲  2,730,000 11月22日 建設課
市営住宅高塚西団地舗装工事 ㈱木下組  3,990,000 11月22日 都市計画課

 ※契約金額は消費税込の金額です

工事契約の状況を
お知らせします

八女市では公共工事を発注する場合、公平性と透明
性を確保するため競争入札を行っています。平成23
年10月から平成24年3月までの契約状況についてお
知らせします。
◦総務課契約係（☎２３・１１１１）

平成23年度



広報やめ　2012.6.159

契約名 受注業者  当初契約額（円） 契約月日 担当課
市営住宅上妻団地舗装工事 牛島興建㈱  5,932,500 11月22日 都市計画課
市道忠見122号線道路改良第1工区工事 やひめ建設㈱  25,200,000 11月22日 建設課
市道三河1号線道路維持工事 ㈱ホクショウ  1,890,000 11月22日 建設課
普通河川北の前川河川維持工事 ㈲美土里測量建設  1,470,000 11月22日 建設課
市道吉田岩崎蒲原線道路維持（舗装）工事 橋村建設工業㈲  4,095,000 11月22日 建設課
市道荷稲川原線外1線道路維持工事 ㈲フクシマ重機  2,835,000 11月22日 建設課
普通河川馬場川河川維持工事 諸冨造園  1,701,000 11月22日 建設課
普通河川宮原川河川維持工事 中野土木  1,785,000 11月22日 建設課
市道渡内・鹿子生線舗装改築工事 八女舗道㈱  13,387,500 11月22日 黒木総合支所建設課
市道大梅 ・本田線道路改良工事 ㈲江田土木  29,610,000 11月22日 黒木総合支所建設課
八女市東公民館便所改修・給湯設備工事 川口ガス住設  11,025,000 11月22日 男女共同参画・生涯学習課
査定第17号 1級市道遠久谷・鹿子生線道路災害復旧工事 針組  1,680,000 11月22日 立花支所建設課
査定第15号 1級市道白岩・堀切線道路災害復旧工事 ㈲早見建設  1,470,000 11月22日 立花支所建設課
査定第14号 2級市道下久郎・上小倉線道路災害復旧工事 ㈲立花工務店  2,100,000 11月22日 立花支所建設課
査定第16号 その他市道水ノ山1号線道路災害復旧工事 松尾建設工業㈱  1,470,000 11月22日 立花支所建設課
矢部高齢者生活福祉センター給水管改修工事 ㈱吉開組  10,500,000 11月22日 矢部支所市民生活福祉課
農村環境整備事業高塚①地区かんがい施設（水門）整備工事 ㈱大坪鉄工  2,940,000 11月22日 農業振興課
農村環境整備事業高塚②地区かんがい施設整備工事 山本建設  3,570,000 11月22日 農業振興課
農村環境整備事業長野地区かんがい施設整備工事 ㈲橋山建設工業  2,625,000 11月22日 農業振興課
農村環境整備事業下新庄地区かんがい施設整備工事 平成建設㈱  4,200,000 11月22日 農業振興課
査定第10号 普通河川辺春川河川災害復旧工事 ㈱牛島工業  1,281,000 11月22日 立花支所建設課
市道矢部線道路維持（舗装）工事 ㈲橋山建設工業  2,205,000 11月22日 建設課
市道岡山198号線道路維持工事 ㈲桐明建設工業  3,885,000 11月22日 建設課
市道川崎120号線道路改良工事 共栄舗道㈱  6,352,500 11月22日 建設課
グリーンピア八女木質バイオマスボイラ導入工事 オオキタ建設㈱  75,474,000 11月22日 黒木総合支所産業経済課
査定24号 市道鷹取・杠葉線道路災害復旧工事 ㈲井上工務店  3,727,500 11月28日 上陽支所建設経済課
市道柏ノ木・池ノ山線道路維持工事 緒方組  1,837,500 11月29日 黒木総合支所建設課
市道菅ノ谷4号線 道路維持工事 瑞宝建設  1,239,000 11月29日 黒木総合支所建設課
農村環境整備事業野広尾地区水路改修工事 ㈱蒲池建設  1,953,000 11月30日 立花支所産業経済課
農村環境整備事業立石地区水路改修工事 ㈲中島土木  2,289,000 11月30日 立花支所産業経済課
農村環境整備事業田形地区水路改修工事 針組  5,197,500 11月30日 立花支所産業経済課
査定第45-101号 大倉谷地区道路災害復旧工事 ㈲立花工務店  1,680,000 11月30日 立花支所産業経済課
黒木中学校排水路改修工事 モリアキ建設㈲  1,890,000 11月30日 学校教育課
普通河川二の丸川（2工区）河川維持工事 中野土木  1,312,500 11月30日 建設課
池の山キャンプ場バンガロー（Ａ棟）整備工事 友建設  5,872,650 11月30日 星野支所建設経済課
池の山キャンプ場バンガロー（Ｂ棟）整備工事 平野建設  6,282,150 11月30日 星野支所建設経済課
八女市西公民館設備改修工事 ㈲井手プロパン商会  10,605,000 11月30日 男女共同参画・生涯学習課
市道長峰23号線他道路維持工事 橋村建設工業㈲  1,785,000 11月30日 建設課
普通河川今広川河川維持工事 ㈲美土里測量建設  2,257,500 11月30日 建設課
市道忠見11号線道路維持（舗装）工事 ㈲美土里測量建設  2,730,000 12月13日 建設課
市道岡山223号線道路改良工事 ㈲甲斐田組  7,770,000 12月13日 建設課
立花中学校バックネット設置工事 津田建設  1,312,500 12月13日 学校教育課
市道川崎118号線道路維持工事 中嶋土建  2,730,000 12月13日 建設課
市道岡山230号線道路改良工事 ㈲岩部  2,940,000 12月13日 建設課
市道吉田南北線道路維持（舗装）工事 ㈱木下組  2,940,000 12月13日 建設課
市道岡山184号線道路維持（舗装）工事 三洋道路㈱  5,880,000 12月13日 建設課
市道岡山211号線道路維持（舗装）工事 下川建設㈱  5,565,000 12月13日 建設課
市営住宅酒井田団地屋上防水工事 ㈲大川興業　  9,964,500 12月13日 都市計画課
市道大坪・源田線道路改良工事 松尾建設工業㈱  9,607,500 12月13日 立花支所建設課
普通河川肥後川河川維持工事 大石組  4,746,000 12月13日 建設課
市道飯干西園線他2路線 道路維持（舗装）工事 八女舗道㈱  2,194,500 12月15日 矢部支所建設経済課
グリーンピア八女キャンプ場トイレ改修工事 ㈱石﨑組  1,491,000 12月15日 黒木総合支所産業経済課
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契約名 受注業者  当初契約額（円） 契約月日 担当課
グリーンピア八女電話交換機改修工事 旭陽電気㈱  1,428,000 12月15日 黒木総合支所産業経済課
ほたる吊橋補修工事 大坪建築㈱  1,837,500 12月15日 上陽支所建設経済課
市道鶴ノ西・スサキ線道路維持工事 ㈱大徳  1,554,000 12月15日 黒木総合支所建設課
平成23年災 査定第50-1号上ワナクシ地区農地（田）災害復旧工事 ㈱西建設  2,058,000 12月27日 星野支所建設経済課
査定第11号 普通河川栃ノ払川河川災害復旧工事 日伸建設  1,207,500 12月27日 矢部支所建設経済課
査定第12号 普通河川開川河川災害復旧工事 ㈱大藪組矢部営業所  1,680,000 12月27日 矢部支所建設経済課
査定第26号 市道臼ノ払線道路災害復旧工事 ㈱大藪組矢部営業所  2,625,000 12月27日 矢部支所建設経済課
平成23年災 査定第48-2号 朧地区農地（畑）災害復旧工事 ㈲上陽建設  1,291,500 12月27日 上陽支所建設経済課
平成23年災 査定第49-3号 古野古田地区農地（田）災害復旧工事 ㈱吉開組  1,260,000 12月27日 矢部支所建設経済課
平成23年災 査定第46-3号 鶴淵地区農地（田）災害復旧工事 ㈲宮川重機  2,131,500 12月27日 黒木総合支所産業経済課
平成23年災 査定第46-4号 長六地区農地（田）災害復旧工事 ㈱原組  2,236,500 12月27日 黒木総合支所産業経済課
平成23年災 査定第46-6号 舞嶽地区農地（田）災害復旧工事 ㈲江田土木  1,732,500 12月27日 黒木総合支所産業経済課
平成23年災 査定第46-7号 松ノ下地区農地（田）災害復旧工事 ㈲小川組  1,522,500 12月27日 黒木総合支所産業経済課
平成23年災 査定第46-8号 大小地区農地（田）災害復旧工事 野中組㈲  1,995,000 12月27日 黒木総合支所産業経済課
平成23年災 査定第46-11号 平地区農地（田）災害復旧工事 ㈲合原組  1,501,500 12月27日 黒木総合支所産業経済課
市道美野尾4号線 道路維持工事 モリアキ建設㈲  2,089,500 12月27日 黒木総合支所建設課
査定第19号 市道花巡・平野線 道路災害復旧工事 野中組㈲  3,129,000 12月27日 黒木総合支所建設課
査定第20号 市道椿原・平瀬線 道路災害復旧工事 ㈱溝上組  3,643,500 12月27日 黒木総合支所建設課
査定第21号 市道団子薮・一本松線 道路災害復旧工事 ㈲小川組  2,236,500 12月27日 黒木総合支所建設課
査定第22号 市道笹ノ尾・長葉山2号線 道路災害復旧工事 ㈲川原興業  2,415,000 12月27日 黒木総合支所建設課
査定第23号 市道日向神線 道路災害復旧工事 瑞宝建設  2,278,500 12月27日 黒木総合支所建設課
査定第36号 市道角石・高峰線 道路災害復旧工事 緒方組  1,050,000 12月27日 黒木総合支所建設課
男ノ子地区かんがい施設整備工事 ㈱塩塚組  1,333,500 12月28日 立花支所産業経済課
市道三河88号線道路改良工事 ㈲甲斐田組  4,515,000 12月28日 建設課
市道平田津江線道路改良工事 ㈱イノウエハウジング  8,190,000 12月28日 建設課
市道忠見四号線道路改良工事 ㈱ホクショウ  3,990,000 12月28日 建設課
田形地区かんがい施設整備工事 ㈱甲斐田建設  6,909,000 12月28日 立花支所産業経済課
市道岡山92号線道路改良工事 平成建設㈱  5,565,000 12月28日 建設課
八女市道交通安全施設等（後期）整備工事 ㈲橋山建設工業  3,885,000 12月28日 建設課
市道岡山178号線道路維持工事 ㈲岩部  2,803,500 12月28日 建設課
市道柳瀬宮島線道路維持（舗装）工事 ㈱石橋組  4,830,000 12月28日 建設課
市道宮野馬場線道路維持（舗装）工事 ㈱大藪建設  3,412,500 12月28日 建設課
市道長峰170号線道路維持（舗装）工事 共栄舗道㈱  3,234,000 12月28日 建設課
市道石割岳線他2路線舗装工事 ㈲酒井工業  5,565,000 12月28日 黒木総合支所建設課
市道椎葉線道路改良工事 ㈱吉開組  9,660,000 12月28日 矢部支所建設経済課
市道福島42号線道路維持（舗装）工事 中野土木  1,942,500 12月28日 建設課
市道川崎77号線道路改良工事 ㈱桐明組  7,035,000 12月28日 建設課
市道忠見118号線道路維持工事 やひめ建設㈱  7,875,000 12月28日 建設課
市道忠見157号線道路改良工事 ㈱石橋工業  5,880,000 12月28日 建設課
市道忠見120号線道路改良工事 中嶋土建  5,250,000 12月28日 建設課
八女市立忠見小学校防球ネット設置工事 ロイヤル住建  2,803,500 12月28日 学校教育課

（八女西部最終処分場周辺整備事業）市道仁合線歩道設置工事 ㈱牛島工業  4,032,000 12月28日 立花支所市民生活福祉課
八女市立福島小学校教室床改修工事 井上建設  3,444,000 12月28日 学校教育課
市道忠見122号線道路改良第2工区工事 ㈱桐明組  34,650,000 1月17日 建設課
市道渡内・鹿子生線（2工区）舗装改築工事 八女舗道㈱  19,950,000 1月17日 黒木総合支所建設課
上水道配水管布設工事 八女食糧販売㈱  5,250,000 1月17日 上下水道局
市道八幡30号線道路改良工事 大石組  7,350,000 1月17日 建設課
市道亀甲蒲原線道路改良工事 ㈱石橋工業  9,345,000 1月17日 建設課
査定第8号準用河川中の井川河川災害復旧工事 中野土木  1,575,000 1月17日 建設課
査定第35号普通河川小田川河川災害復旧工事 中野土木  1,522,500 1月17日 建設課
査定第13号市道忠見122号線道路災害復旧工事 ㈲美土里測量建設  1,281,000 1月17日 建設課
市道納楚牟田線道路改良工事 ㈲三晃重機建設  5,460,000 1月17日 建設課
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契約名 受注業者  当初契約額（円） 契約月日 担当課
市道本村岩崎南北線道路維持工事 共栄舗道㈱  7,665,000 1月17日 建設課
市道上妻29号線道路改良工事 成央建設㈱  7,665,000 1月17日 建設課
椿原地区簡易水道 浄水場内配管布設替工事 馬渡設備工業  2,625,000 1月25日 黒木総合支所建設課
市道本分・陣ノ内線 道路照明設置工事 ㈱高田電気  2,100,000 1月25日 黒木総合支所建設課
八女市黒木町交通安全施設等（後期）整備工事 倉員道路工業  2,415,000 1月25日 黒木総合支所建設課
八女市上陽町交通安全施設整備工事（交付金分） ㈲上陽建設  1,701,000 1月25日 上陽支所建設経済課
市道下横山東西線道路改良工事（A工区） ㈲上陽建設  4,746,000 1月25日 上陽支所建設経済課
市道下横山東西線道路改良工事（B工区） ㈲井上組  3,423,000 1月25日 上陽支所建設経済課
市道 宮ノ前2号線外1線 道路維持工事 ㈲小川組  2,226,000 1月25日 黒木総合支所建設課
市道忠見49号線道路改良工事 ㈲美土里測量建設  1,375,500 1月31日 建設課
市道今福西線道路維持（舗装）工事 三洋道路㈱  3,832,500 1月31日 建設課
八女市健康増進施設ふれあい農園合併浄化槽設置工事 牛島電機工業㈱  4,200,000 1月31日 農業振興課
市道渡内・鹿子生線（3工区）舗装改築工事 下川建設㈱  15,225,000 1月31日 黒木総合支所建設課
立花小学校多目的トイレ設置工事 ㈲立花電工  2,205,000 1月31日 学校教育課
市道岡山40号線道路維持（舗装）工事 斉藤造園  3,150,000 1月31日 建設課
市道柳瀬宮島線道路維持（舗装）工事［2工区］ ㈱石橋組  7,035,000 1月31日 建設課
市道亀甲蒲原線（2工区）道路改良工事 豊建設㈲  14,647,500 1月31日 建設課
市道三河13号線道路維持工事 山本建設  4,515,000 1月31日 建設課
市道津江祈祷院線道路維持（舗装）工事 牛島興建㈱  6,615,000 1月31日 建設課
市道宮野本町線道路維持（舗装）工事 ㈱大藪建設  4,756,500 1月31日 建設課
市道岡山162号線道路維持（舗装）工事 大石組  1,837,500 1月31日 建設課
市道吉田今福線②道路維持（舗装）工事 ㈲三晃重機建設  2,835,000 1月31日 建設課
元福岡県工業技術センター材料開発研究所跡解体工事 川口ガス住設  6,195,000 1月31日 市長公室
市道宮野本町線外道路改良工事 成央建設㈱  9,345,000 1月31日 建設課
市道三倉線 道路改良工事 八女舗道㈱  4,347,000 2月13日 矢部支所建設経済課
市道桑ノ平論地畑線 道路改良（舗装）工事 三洋道路㈱  4,567,500 2月13日 矢部支所建設経済課
矢部村八名山登山道整備工事 ㈱ピースプロセス工芸  4,305,000 2月13日 矢部支所建設経済課
市道忠見30号線道路改良（舗装）工事 東和建設㈱  5,964,000 2月14日 建設課
公共下水道管渠布設第5工区工事 ㈱中島組  11,130,000 2月21日 上下水道局
林道木浦線改築工事 ㈱山口組  25,725,000 2月21日 星野支所建設経済課

　平成23・24年度八女市競争入札
参加資格登録をされていない市内
業者の人で、登録を希望される人
は、申請受付を行います。
◦登録有効期間
平成24年10月1日～平成25年9月30日
◦対象
八女市内に本社を有する業者およ
び八女市内の支店等に年間委任す
る業者の人
◦申請受付期間
7月17日㈫～ 7月31日㈫
※土・日・祝日を除く
◦申請要領および様式
6月25日㈪からホームページに掲載
します。

◦審査期間　
7月2日㈪～ 7月20日㈮
※土・日・祝日を除く
◦審査に必要な書類
①経営事項審査結果通知書の写し

（工事のみ）
※平成24年7月1日現在有効なもの
②国税および県税の滞納のない証明
※本店が八女市外にある場合など
で、八女市外の市町村民税が課税
されている場合は、該当市町村民
税の滞納のない証明

　市が発注する100万円未満の工事や
修繕等の受注・施工を希望する業者の
人を対象に、登録申請を受け付けます。
◦登録有効期間
平成24年10月1日～平成25年9月30日
◦対象
市内業者（支店・営業所は除く）
※競争入札参加資格に登録されて
いる人を除く
◦申請受付期間
8月17日㈮～ 8月31日㈮
※土・日・祝日を除く
◦申請様式
総務課契約係、黒木総合支所およ
び各支所にて、7月20日㈮から配布
します（無料）。

競争入札参加資格登録
申請（工事・委託・物品）
を受け付けます。

小規模工事等登録制度
申請を受け付けます。

競争入札参加資格登録をさ
れている市内業者の人は、中
間年の資格審査を行います。

問い合わせ＝総務課契約係（☎23・1111）
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ラ
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催
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２
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⃝
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＝
八
女
市
保
健
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タ
ー
、
黒
木

町
豊
岡
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ミ
ュニ
テ
ィ
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ン
タ
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⃝
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＝
各
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30
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＝
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①
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人
①
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25
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31
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在
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人
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介
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介
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③
主
治
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ら
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れ
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な
い
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④
最
低
３
か

月
間
参
加
で
き
る
人
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一
定
期
間
欠
席
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場
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は
、
教
室
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加
を
見
合
わ
せ
て
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た
だ
く
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合
が
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り
ま
す
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最
長
６
か
月
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で
参
加
可
）
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チ
ェ
ッ

ク
リ
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ト
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運
動
器
の
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能
低
下
が
疑
わ

れ
る
人
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事
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申
し
込
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れ
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に
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込
書
と
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予
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ェ
ッ
ク
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し
ま
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く
だ
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い
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※
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送
迎
を
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ま
す
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・
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▽
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長
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援
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（
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１
３
０
８
）

▽
黒
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総
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民
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活
福
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課
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（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）
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最
近
、
身
体
の
衰
え
が
気
に
な
る
と

い
う
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
現
れ
る
心
身
の
衰
え

は
、
鍛
え
る
こ
と
で
機
能
低
下
を
防
ぎ
、

向
上
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
八
女
市

で
は
、
５
月
～
７
月
に
か
け
て
、
対
象
と

な
る
人
に
「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ

て
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
ま
ず
今
の
自
分
の
状
態
を
知
っ
て
、

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

の
対
象
と
な
る
人
は
？

①
平
成
23
年
度
中
に
、
75
歳
に
な
ら
れ
た

人
で
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）
65
歳

未
満
の
人
と
同
居
し
、
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

②
平
成
23
年
度
中
に
65
歳
に
な
ら
れ
た
ひ

と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
人
は
、
担
当
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

さ
ん
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

③
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
65
歳
未
満

の
人
と
同
居
し
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
で
、
心
身
の
衰
え
が
気
に

な
る
人
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
？

ま
ず
「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
深
く
考
え
込
ま
ず

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
介
護
長
寿
課
に
て

採
点
後
、
該
当
す
る
人
に
は
市
か
ら
状
態

に
応
じ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
①
の
郵
送
さ
れ
て
き
た
人
は
、
回
答
し

た
も
の
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　介護保険制度では、介護老人福祉施
設、介護老人保健施設、介護療養型医
療施設等へ入所される人、または短期
入所生活介護（ショートステイ）を利用
される人については、申請によりサービ
ス利用料の居住費・食費の負担軽減を
受けることができる場合があります。
◦負担軽減になる人は？　生活保護の
受給者または利用者本人および同一世
帯員全員が住民税非課税である人
◦負担軽減額は？　利用者本人の所得
により軽減額が変わります。詳しくは、
担当係まで問い合わせください。
◦申請から利用までは？
①担当窓口で申請を行います。
②「介護保険負担限度額認定証（申請
月から有効）」の交付を受けます。
③サービスを利用するときに事業者へ

「認定証」を提示します。
◦問い合わせ＝介護長寿課介護認定係

（☎２３・１３５３）

はじめていますか？「介護予防」
～自分を知ることが介護予防の第１歩～

「介護予防基本チェックリスト」で、心身の状態を確認し、
毎日の介護予防に生かしましょう

介護予防基本チェックリストの流れ
介護予防基本チェックリストの質問に「は
い」または「いいえ」にチェックをつける

チェックリストをポストに投函

市でチェックリストを判定

生活機能の低下
なく元気な人

チェックリストは終了です。現状を維持
し、いきいきとした生活を送りましょう。

生活機能低下が
認められる人

介護長寿課から状態に応じた介護予
防サービス利用の案内

▽八女市本庁介護長寿課高齢者支援係
（☎２３・１３０８）
▽黒木総合支所 市民生活福祉課（☎ 42・1113）
▽立花支所 市民生活福祉課（☎ 23・4933）
▽上陽支所 市民生活福祉課（☎ 54・2218）
▽矢部支所 市民生活福祉課（☎ 47・3111）
▽星野支所 市民生活福祉課（☎ 52・3113）

▪運動機能向上（貯筋コツコツ体操）▪口

腔機能向上（ごりっ歯健口教室）など

《問い合わせ》

介護サービス利用に係る
利用料負担減額について

❖初めて筋力をつける体操に
参加しました。先生は、一人
一人にていねいに指導してくだ
さり、手すりにつかまらなくて
も家の階段の上がり降りができ
るようになりました
❖かかりつけの先生から、体
調が急に良くなっている。何か
特別なことをしているの？と尋
ねられ嬉しくなりました。多く
の方に参加して欲しいですね

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
受
講
生

無料

声

募集

筋力トレーニング教室参加者
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参
画
推
進
係
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　
旭
座
人
形
芝
居
の
三
味
線
奏
者

を
育
成
し
ま
す
。

⃝
期
間
＝
７
月
～
１
月
火
曜
日
19

時
～
（
月
２
回
）
※
受
講
料
無
料

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

⃝
募
集
人
員
＝
10
人
程
度
（
先
着
）

⃝
募
集
締
切
＝
７
月
３
日
㈫

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化

課
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　
ど
な
た
で
も
、
無
理
な
く
楽
し
め

る
屋
内
テ
ニ
ス
で
す
。
室
内
用
運
動

靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。参
加
無
料
。

⃝
日
時
＝
６
月
30
日
・
７
月
７
日
・
14

日
・
21
日
・
28
日
（
全
５
回
）、
毎
週

土
曜
日
、
19
時
30
分
～
21
時
30
分

⃝
会
場
＝
黒
木
小
学
校
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
松
尾
さ
ん

（
☎
４
２
・
０
１
３
７
）

　
う
つ
病
は
本
人
に
と
っ
て
も
、
家

族
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
苦
し
い
病

気
で
す
。
ま
た
、
こ
の
病
気
は
周

り
の
人
に
理
解
さ
れ
に
く
く
、
そ

れ
だ
け
に
支
え
て
い
る
家
族
も
一
人

で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
同

じ
病
気
の
人
を
持
つ
家
族
同
士
で

集
ま
り
、
日
頃
の
不
安
や
不
満
を

⃝
場
所
＝
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
（
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
内
）

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
４

２
０
０
円
）

⃝
申
込
締
切
＝
６
月
29
日
㈮

⃝
予
約
電
話
受
付
時
間
＝
月
～
金

９
時
～
18
時
※
土
曜
・
第
１
第
３

日
曜
13
時
～
17
時

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
４
２・３
２・１
１
４
０
）

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ス

タ
ー
科
（
離
転
職
者
等
で
転
職
・

再
就
職
を
希
望
す
る
人
対
象
）、
パ

ソ
コ
ン
実
務
科
（
母
子
家
庭
の
母

等
対
象
）
訓
練
生
募
集
。
受
験
料・

授
業
料
は
無
料
（
教
科
書
代
等
の

経
費
必
要
） 

。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
入
校
願
書
・
用

紙
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

⃝
募
集
期
間
＝ 

６
月
29
日
㈮
ま
で

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
久
留
米
高

等
技
術
専
門
校
（
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
８
７
９
５
）

　
八
女
市
で
は
、
男
女
が
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
、
生
き
生
き
と
輝
く
男
女
共

同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
週
間

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
男
女
共
同

参
画
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
や

絵
手
紙
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
作
品
展
に
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
優
秀
作
品
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
発
表
し
ま
す
（
副
賞
あ
り
）。

⃝
応
募
資
格
＝
八
女
市
に
住
ん
で

い
る
か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

⃝
応
募
期
間
＝
６
月
15
日
㈮
～
７

月
13
日
㈮
必
着

⃝
応
募
テ
ー
マ
＝
あ
な
た
と
私
の
男

お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
費

用
は
無
料
。
希
望
者
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
奇
数
月
の
第
４
木
曜
日

14
時
～
15
時
30
分
（
７
月
は
26
日
、

9
月
は
日
に
ち
変
更
あ
り
）

⃝
会
場
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
分
庁
舎
（
八
女
総
合
庁
舎
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南

筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康

増
進
課 

精
神
保
健
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の

う
ち
、
求
職
中
か
働
い
て
い
る
人
で

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
人
対
象
の

『
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
基

礎
）
講
座
』。
定
員
15
人
、
託
児
あ

り
（
無
料
・
要
予
約
）
※
希
望
者

は
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
＝
７
月
14
日
・
15
日
・
21
日
・

22
日
・
28
日
・
29
日
・
８
月
４
日
・

５
日
（
９
時
30
分
～
12
時
30
分
）

女
共
同
参
画

⃝
募
集
作
品
＝
写
真
ま
た
は
絵
手

紙
《
サ
イ
ズ
》
▽
写
真
の
場
合
は

２
Ｌ
以
上
四
つ
切
サ
イ
ズ
ま
で
▽
絵

手
紙
の
場
合
は
は
が
き
サ
イ
ズ

⃝
応
募
上
の
注
意
＝
▽
作
品
は
自

作
で
未
発
表
の
も
の
で
、
他
の
コ
ン

テ
ス
ト
等
に
応
募
し
て
い
な
い
作
品

に
限
る
▽
応
募
点
数
に
制
限
な
し
。

た
だ
し
２
作
品
以
上
入
選
し
た
場

合
は
、
最
も
良
い
作
品
１
点
の
み

表
彰
▽
応
募
に
関
す
る
費
用
は
自

己
負
担
▽
応
募
作
品
の
著
作
権
・

肖
像
権
等
に
関
わ
る
問
題
が
生
じ

た
場
合
は
す
べ
て
応
募
者
の
責
任

と
な
り
ま
す
▽
作
品
の
使
用
等
に

関
す
る
一
切
の
権
利
は
八
女
市
に
帰

属
▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

⃝
応
募
方
法
＝
作
品
と
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
作
品
の
題
、
市
外
か
ら
の
通

勤
通
学
の
場
合
は
、
職
場
名
ま
た

は
学
校
名
を
明
記
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
男
女
共
同

お
知

ら
せ

写
真
・
絵
手
紙

う
つ
患
者
の
つ
ど
い

八
女
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
部
員

浄
瑠
璃
三
味
線
講
座
受
講
生

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生

就
業
支
援

空き家を売りたい・貸したい人が
いらっしゃいましたら、下記までお
問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上陽
町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝八女市空き家バン
ク情報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

　旧八女市小学校区８学童保
育所の夏季休校中の指導員（非
常勤）を10人程度募集します。
⃝応募資格＝65歳まで
⃝募集期間＝6月15日㈮～
22日㈮
⃝申し込み＝社会福祉法人寿
福祉会（☎２４・５３１１）

旧八女市学童保育所指導員

母
子
家
庭
の
母
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
座

募集

　くつろぎの森グリーンピア八
女愛好会では、園内の緑の環境
を愛し、地域住民の手で守り育
てるボランティア活動を行ってい
ます。5月12日には、開花の終わっ
たシャクナゲの芽摘みを行いま
した。愛好会ではボランティア
活動を一緒にしていただける人
を随時募集しています。参加者
にはささやかな特典もあります。
⃝今後の予定＝▽7月7日㈯17
時～▽９月９日㈰15時～▽10
月６日㈯15時～※すべて園内
の草刈り作業（天候によっては、
変更の場合があります）
⃝問い合わせ＝黒木総合支所産
業経済課（☎４２・１１１５）

グリーンピア八女
愛好会会員

 募集
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☀問い合わせ＝ふらっち広場
（☎ 24・3022） 八女市本村 425-61
☀開館日＝火・水・木・土・日曜 10 時～ 17 時

◦日時＝ 6 月 30日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

◦日時＝6 月23日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円

◦日時＝ 7 月7日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費　

★船小屋川の駅に行こう
◦日時＝7 月14日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝50円※13時30分ふらっち広場出発

★おやつ「かき氷をつくろう」

★節電！うちわをつくろう

★おやつ「わらび餅をつくろう」

ふらっち広場からのお知らせ

地域活動支
援センター

ほ
ほ
え
み

■会場はいずれもふらっち広場です。
■イベントがない日もマグネットつくり
やエコバッグつくりを楽しめます。
■ボランティアも募集中。

　
自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
、
要

申
し
込
み
、
託
児
（
生
後
６
か
月

～
就
学
前
）
は
申
込
時
に
要
予
約
。

⃝
内
容
・
日
時
・
会
場
＝

①
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

～
暮
ら
し
に
活
か
す
カ
ラ
ー
術
～

／
７
月
24
日
㈫
／
黒
木
総
合
支
所

②
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
～
自

分
の″
美
〟
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
～

７
月
31
日
㈫
／
上
陽
公
民
館

③
毎
日
が
う
ま
く
ま
わ
り
出
す
！

整
理
収
納
講
座
～
ひ
と
り
で
頑
張

ら
な
い
悩
ま
な
い
～
／
８
月
９
日

㈭
／
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

①
～
③
い
ず
れ
も
19
時
～
21
時

⃝
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
女
性
※
定
員

30
人
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

⃝
申
込
締
切
＝
７
月
６
日
㈮
17
時

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画・生
涯
学
習
課（
☎
２
３・

１
３
１
４
）

①
フ
ェ
ル
ト
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

　
羊
毛
を
重
ね
ゴ
シ
ゴ
シ
擦
り
オ

リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
と
講
師
持
参

フ
ェ
ル
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
針
で
ち
く

ち
く
模
様
付
け
。
そ
れ
ぞ
れ
１
枚

ず
つ
作
り
ま
す
。

⃝
募
集
人
数
＝
８
人
※
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す

⃝
日
時
＝
９
月
７
日
㈮
14
時
～
16
時

②
陶
芸
教
室

　
黒
木
町
で
陶
芸
を
さ
れ
て
い
る

祝
窯
当
主
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
。

土
の
温
か
さ
に
触
れ
、
手
び
ね
り

や
手
回
し
ろ
く
ろ
で
世
界
に
一つ
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
ろ
う
。

⃝
日
時
＝
７
月
12
日
㈭
・
９
月
13

日
㈭
、
14
時
～
16
時

⃝
募
集
人
数
＝
15
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

①
②
共
通

⃝
材
料
費
＝
２
千
円
程
度

⃝
場
所
＝
黒
木
公
民
館

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木

公
民
館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

　
中
学
生
対
象
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
受
講
無
料
、
損
害
保

険
料
実
費
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
※
「
久
留
米
高
専
産
学

民
連
携
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索

▼
体
験
！
数
学
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

７
月
27
日
㈮
10
時
～
15
時
／
20
人

▼
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
作
ろ
う

①
７
月
25
日
㈬
～
26
日
㈭
10
時
～

16
時
30
分
②
８
月
７
日
㈫
～
８
日

㈬
10
時
～
16
時
30
分
／
各
20
人

▼
エレ
ク
ト
ロニ
ク
ス
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

８
月
２
日
㈭
～
３
日
㈮
両
日
10
時

～
15
時
／
25
人

《
共
通
》
⃝
申
込
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
郵
便
は
が
き
に
記
入
し
て

応
募
①
希
望
講
座
名
②
希
望
開
講

日
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
④

学
校
名
・
学
年
⑤
住
所
・
電
話
番

号
⑥
緊
急
（
携
帯
）
電
話
⑦
保
護

者
ま
た
は
連
絡
責
任
者
（
学
校
の

先
生
等
）
の
氏
名
・
電
話
番
号

※
申
込
は
１
講
座
１
人
の
み

⃝
応
募
期
間
＝
６
月
18
日
㈪
10
時

～
22
日
㈮
17
時

⃝
申
込
先
＝
久
留
米
工
業
高
等
専

門
学
校
総
務
課
（
〒830-8555

久

留
米
市
小
森
野
１
‐
１
‐
１
）

☎
０
９
４
２
・
３
５
・
９
３
０
４

N
０
９
４
２
・
３
５
・
９
３
０
７

　
市
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
登
録
申
請
に
は
こ
の
資
格
が

必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
上
下
水

道
局
で
配
布
し
ま
す
。

⃝
期
日
＝
《
講
習
》
９
月
６
日
㈭

《
試
験
》
11
月
４
日
㈰

⃝
会
場
＝
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

⃝
費
用
＝
受
講
料
８
千
円
、
受
験

料
１
万
２
千
円

⃝
申
込
期
間
＝
７
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下

水
道
局
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

⃝
試
験
日
＝
10
月
28
日
㈰

⃝
試
験
会
場
＝
福
岡
大
学
（
福
岡

市
城
南
区
七
隈
）

⃝
申
込
書
配
布
期
間
・
場
所
＝
６

月
25
日
㈪
～
７
月
31
日
㈫

※
市
役
所
介
護
長
寿
課
等
で
配
布

⃝
申
込
期
間
＝
７
月
２
日
㈪
～
７

月
31
日
㈫
※
消
印
有
効

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
福
岡
県
介
護

支
援
専
門
員
協
会
（
☎
０
９
２
・

４
３
１
・
４
５
８
５
）
※
受
験
申

込
要
領
は
、
６
月
中
旬
を
目
途
に

㈳
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
狩
猟
免
許
（
網
猟
、

わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種

銃
猟
）
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
試
験
日
＝
▽
７
月
31
日
㈫
（
締

切
7
月
23
日
㈪
）
▽
8
月
26
日
㈰

※
締
切
８
月
17
日
㈮

⃝
試
験
会
場
＝
筑
後
農
林
事
務
所

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
農
林
事
務

所
（
☎
０
９
４
２・５
２・５
１
０
８
）

　
狩
猟
免
許
（
有
効
期
間
３
年
）
の

更
新
を
受
け
る
場
合
は
、
県
が
行
う

講
習
会
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⃝
講
習
会
日
時
／
場
所
＝
▽
７
月
４

日
㈬
／
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
※
締
切

６
月
25
日
㈪
▽
７
月
11
日
㈬
／
サ

ザ
ン
ク
ス
筑
後
※
締
切
７
月
２
日
㈪

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
農
林
事
務

所
（
☎
０
９
４
２・５
２・５
１
０
８
）

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月

間
」
と
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

教
室
・
講
座

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座
（
第
１
弾
）

福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

月
間
」「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

黒
木
公
民
館
講
座

久
留
米
高
専
中
学
生
向
け
講
座

狩
猟
免
許
試
験

狩
猟
免
許
更
新

試　

験

７月６日㈮ 矢部公民館
 10：00～11：30、12：30～15：00

７月６日㈮そよかぜ（星野） 
 10：00～11：30、12：30～15：00

７月11日㈬ふじの里（黒木） 
 10：00～11：30、12：30～15：30 

問い合わせ＝八女市献血推進
協議会（☎２３・０２９４）

献血にご協力ください
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る
た
め
、
水
質
汚
濁
防
止
法
が
改

正
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

有
害
物
質
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施

行
令
第
２
条
に
掲
げ
る
、
重
金
属
、

農
薬
お
よ
び
揮
発
性
有
機
化
合
物

等
の
26
物
質
）
を
含
む
液
状
の
物

を
貯
蔵
す
る
施
設
等
を
設
置
す
る

場
合
に
は
、
県
知
事
等
へ
の
事
前
の

届
出
と
構
造
等
に
関
す
る
基
準
等

の
遵
守
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
２
２
・
６
９
６
４
）

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
有
効
利

用
を
目
的
と
し
て
土
地
所
有
者
に

代
わ
っ
て
行
う
農
地
の
再
生
作
業

（
一
定
の
労
力
と
費
用
を
必
要
と
す

る
も
の
）
を
支
援
し
ま
す
。

　
農
地
再
生
作
業
交
付
金
は
、
荒

廃
の
状
況
に
応
じ
、
１
反
当
た
り

３
～
５
万
円
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
担
い
手
育

成
総
合
支
援
協
議
会
（
農
業
委
員

会
事
務
局
）
☎
２
３
・
２
４
０
７

　
放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、

国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど

幅
広
い
分
野
の
科
目
を
1
科
目
か

ら
自
宅
の
テ
レ
ビ
等
で
学
べ
ま
す
。

15
歳
以
上
（
全
科
履
修
生
は
18
歳

以
上
） で
あ
れ
ば
無
試
験
で
入
学
で

き
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
が
と

れ
ま
す
。
短
大
、
専
門
学
校
な
ど

か
ら
も
編
入
学
で
き
ま
す
。
入
学

の
チ
ャ
ン
ス
は
年
2
回(

４
月
と
10

月)

で
す
。
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

⃝
募
集
期
間
＝
６
月
15
日
㈮
～
８

月
31
日
㈮

⃝
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
＝
放

送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
５
）

　
旧
株
式
会
社
壽
屋
（
寿
屋
）、
桜

デ
パ
ー
ト
、
ア
ヅ
マ
ヤ
百
貨
店
が
発

行
し
た
商
品
券
に
つ
い
て
、
資
金
決

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
発
行
保

証
金
の
還
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

⃝
申
出
受
付
期
間
＝
平
成
24
年
８

月
24
日
㈮
ま
で
（
消
印
有
効
）

⃝
申
出
方
法
＝
債
権
の
申
出
は
郵

送
の
み
で
受
付
。
申
出
書
・
商
品

券
等
を
九
州
財
務
局
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
出
書
は
、
九
州
財

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kyusyu.m
of.go.jp

）
等
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
財
務
局

（
☎
０
９
６
・
３
５
３
・
６
３
５
１
）

育
長
お
よ
び
議
員
か
ら
そ
れ
ら
の

配
偶
者
の
分
を
併
せ
て
資
産
等
報

告
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
閲
覧
に
供
し
て
い
ま

す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

総
務
課
（
市
役
所
本
庁
☎
２
３
・

１
１
１
１
）
ま
た
は
議
会
事
務
局

（
立
花
庁
舎
☎
２
３
・
４
９
２
２
）

ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

⃝
閲
覧
期
間
＝
６
月
15
日
㈮
か
ら

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
お
よ
び

議
員
の
任
期
満
了
の
日
ま
で
（
土

日
お
よ
び
祭
日
等
を
除
く
）

⃝
閲
覧
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時

⃝
閲
覧
場
所
＝
▽
市
長
、
副
市
長

お
よ
び
教
育
長
並
び
に
そ
れ
ら
の

配
偶
者
の
資
産
等
報
告
書
→
総
務

課
（
市
役
所
本
庁
）
▽
議
員
お
よ

び
そ
の
配
偶
者
の
資
産
等
報
告
書

→
議
会
事
務
局
（
立
花
庁
舎
）

　
地
下
水
汚
染
の
未
然
防
止
を
図

間
」
と
の
合
同
で
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
等
で

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

⃝
日
に
ち
＝
７
月
２
日
㈪

⃝
場
所
お
よ
び
時
間
＝

▽
《
７
時
30
分
～
》
八
女
市
役
所

矢
部
支
所
前
▽
《
８
時
～
》
八
女

市
役
所
星
野
支
所
前
▽
《
９
時
～
》

道
の
駅
た
ち
ば
な
▽
《
11
時
～
》

べ
ん
が
ら
村
▽
《
17
時
～
》
ゆ
め

タ
ウ
ン
八
女
店
、
マ
ル
キ
ョ
ウ
八
女

店
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
女
店
、
マ

ミ
ー
ズ
後
の
江
店
、
Ａ
コ
ー
プ
八
女

店▽
《
17
時
～
》
八
女
市
役
所
上
陽

支
所
前
▽
《
17
時
～
》
ア
ス
タ
ラ

ビ
ス
タ
黒
木
店
、
Ａ
コ
ー
プ
黒
木
店

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
２
３・

１
１
１
１
）

　
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
長
、
副
市
長
、
教

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

水
質
汚
濁
防
止
法
が
改
正

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

旧
・
壽
屋
、
桜
デ
パ
ー
ト
、
ア
ヅ

マ
ヤ
百
貨
店
の
商
品
券
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金

市では、誕生されたお子さまを祝
福し、心身ともに健やかな成長を
願い、お子さま１人に祝金（５万円）
を支給しています。父または母が、
出産の日まで引き続き３か月以上
居住（住民登録）していれば申請
できます。なお、申請は出産の日
から３か月以内です。
◦問い合わせ＝子育て支援課子育
て支援係（☎２３・１３５１）

平成24 年４月から
「やめっ子夢祝金」
を支給しています

池の山キャンプ場に隣接し、夏の間だけ
オープンする屋内型プールです。25ｍ
プールと子ども用プールとがあり、大人
から子どもまで家族でご利用頂けます。
⃝開館期間＝７月３日㈫～9月9日㈰
⃝休館日＝月曜日（祝祭日は開館）
⃝開館時間＝9時～12時、13時～16
時30分、17時30分～21時
⃝利用料金＝大人（中学生以上）１５０
円・子ども（小学生以下）80円
⃝問い合わせ＝星野支所総務課まちづ
くり推進係（☎５２・３１１２）

星野Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター（池の山プール）
７月３日オープン！

夏季
限定！

　この時期は、河川および水路に設置
されている井堰・水門等による用水調整
が行われ、梅雨時期とも重なり、大雨に
よる冠水・土砂崩れ等の被害が懸念さ
れます。被害の中には、水門等が閉め
られたままの状態によるものや、大量の
ゴミが水路につかえ、流れを阻害するこ
とにより発生するものもあります。井堰・
水門等の管理者は、降雨状況に注意を
いただき適切な管理をお願いします。
※大雨が予想される場合には、事前に
井堰・水門等は開けてください。場所
によっては、閉めることが必要なもの
もあります。用水時期も、必要以上に
井堰・水門等を上げないようご注意く
ださい。
⃝問い合わせ＝農業振興課（☎２３・
１１１９）、建設課（☎２３・１９６１）

井堰・水門等の適正な管理について（お願い）



16　2012.6.15　広報やめ

■ママのリフレッシュたいむ※要申込18組
◦7/10 ㈫ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■楽しく食育「ポテトもち＆ビシソワーズ」
◦7/13 ㈮ 10：30 ～※要申込、参加費 200円
■いっしょにあそぼ！「水遊び」
◦7/14 ㈯ 10：30 ～
■高田先生とおしゃべり会
◦ 7/20 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアドバ
イザー高田悦也さん　※託児要申込
■にこにこバースデー♪◦7/24 ㈫10：30 ～

■子育てママのリフレッシュタイム
「ネイル(ペディキュア）を楽しもう」◦7/5㈭10：00～
定員 15組、材料費 500円、要予約
■高校生交流「高校生と七夕会」
◦7/7 ㈯ 10：00 ～、定員 30 組
■救急講座「子どもを取り巻く事故とその対処法」
◦7/12 ㈭ 10：00 ～ 11：30 定員 20 組
■エンジョイオープン広場 「手作りざるうど
んに挑戦」◦7/18 ㈬ 10：00 ～、要申込 20
組※年齢に関係なく参加できます

■健康講座「トイレトレーニング＆生活習慣」
◦7/23 ㈪ 10：00 ～ 11：15 定員 20 組程度
■パパママ広場 「市民の森公園（筑後市）
で水遊び」◦7/28 ㈯ 10：30 ～現地集合
解散※雨天時はセンターで新聞紙遊び
■思いきり遊ぼう園庭とセンターで親子遊び・水遊び

《9：30 ～15：30》9 ㈪／ 10 ㈫／ 11㈬／
24 ㈫／ 26 ㈭《9：30 ～14：00》14 ㈯

《9：30 ～12：00》21㈯
■移動サロンご近所仲間を作りましょう

《10：00 ～12：00》▽東公民館 7/6 ㈮▽
上陽公民館 7/20 ㈮ ▽おりなす八女 7/25 ㈬
▽そよかぜ 7/27 ㈮▽西公民館 7/31㈫

《11：00 ～12：00》▽児童センター7/13 ㈮
■ほほえみサロン楽しく親子あそび
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
7/4 ㈬、19 ㈭　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
7/3 ㈫、17 ㈫　９：30 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦7/2 ㈪ 10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦7/30 ㈪ 10：00 ～12：00 ／八女中央保育園

■エンジェルルーム 「七夕まつり」

◦ 7/4 ㈬ 10：30 ～※当日自由参加
■プレママ＆ベビーサロン 「みんなでトーク♪」
◦7/6㈮ 10：30～ ベビーマッサージもあり
■みんなであそぼう「小麦粉ねんどであそぼう」
◦7/15 ㈰ 10：30 ～※当日自由参加
■ハートフルしゃべり場 ◦ふじの里
7/21㈯ 10：30 ～※託児は 2日前までに要予約
■ハッピーバースデー ◦7/25 ㈬ 10：30 ～

■おはなし会◦ 7/3 ㈫、10：30 ～
■七夕まつり◦7/6 ㈮ 10：30 ～
■たまひよクラブ◦ 7/9 ㈪ 10：30 ～
■リズムにのって◦7/10 ㈫ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦7/11㈬ 10：30 ～
■ハッピーバースデー！◦7/20 ㈮ 10：30 ～
■パパママあそぼう◦7/21㈯ 10：30 ～
■なかよしクラブ◦7/27 ㈮ 10：30 ～
■育児講座「子どものための救命救急」
◦7/25 ㈬ 10：30 ～かがやき、限定 20 組
※ 2日前までに要予約（託児あり）
■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽白木コミュニティセンター 7/5 ㈭
▽黒木中央公民館 7/12 ㈭▽かがやき
7/19 ㈭▽矢部基幹集落センター 7/26 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 7 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

7月1日（日）
江上内科 五丁野 24・0113
みやざき内科 立花町 37・0008
高橋じゅんじ歯科医院 本町 23・5517
宮城耳鼻咽喉科 筑後市 0942・52・8733
7月8日（日）
東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
横山歯科 馬場 22・5384
7月15日（日）
東　医院 矢原町 23・5212
しばた医院 上陽町 33・7373
おおくま歯科医院 立花町 22・3550
7月16日（祝）

藤本産婦人科 東宮野町 23・2733
今村循環器科・内科 黒木町 33・2115
山下いさみ歯科医院 筑後市 0942・53・7864
みやた眼科医院 広川町 32・6888
大渕耳鼻咽喉科 大島 23・2811
7月22日（日）
ごんどう内科 山内 23・3010
後藤内科医院 上陽町 54・2221
野田歯科医院 筑後市 0942・53・4187
長崎眼科クリニック 本村 22・6123
7月29日（日）
古賀泌尿器科 馬場 24・3121
矢部診療所 矢部村 47・2700
山下歯科医院 広川町 52・3819

✚7月の在宅医当番表 ※変更になっていることがあります
ので、電話で確認してください。

救急指定病院
公立八女総合病院 高塚 23・4131
柳病院 吉田 23・2176
川﨑病院 納楚 23・3005
馬場病院 広川町 32・3511
夜間小児救急医療　（19:00 ～ 22:00）
▶月・水・金　公立八女総合病院 23・4131
▶火・木　筑後市立病院 0942・53・7511
日祝日小児救急医療　（9:00 ～ 15:00）
▶7月1日㈰・15日㈰・16日㈷・29日㈰
公立八女総合病院 高塚 23・4131
▶7月8日㈰・22日㈰
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
県小児救急医療電話相談
▶ 19:00 ～ 23:00
聖マリア病院 久留米市 0942・37・6116
▶ 23:00 ～ 7:00
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

　
児
童
手
当
の
受
給
者
は
毎
年
１
回
、
児
童

手
当
の
現
況
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
現
況
届
の
必
要
な
人
は
、
子
育
て
支

援
課
か
ら
圧
着
は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
）。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
し
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
受
付
日
＝
６
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭
・
22
日
㈮

⃝
受
付
時
間
＝
本
庁
の
み
９
時
～
19
時
、
総
合

支
所
・
支
所
は
９
時
～
17
時

⃝
受
付
場
所
＝

▽
八
女
市
役
所　

１
階
１
０
２
会
議
室

▽
黒
木
総
合
支
所
　
１
階
第
１
会
議
室

▽
立
花
支
所　

１
階
１
０
１
会
議
室

▽
上
陽
支
所　

市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

▽
矢
部
支
所　

市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

▽
星
野
支
所　

市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

⃝
持
参
す
る
も
の
＝
①
送
付
し
た
は
が
き
②
印

鑑
③
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
（
表
面
の

コ
ピ
ー
）
④
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
八
女

市
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明

書
⑤
児
童
と
別
住
所
の
場
合
は
、
児
童
の
住

民
票
謄
本
　
※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
（
☎ 

２
３
・
１
３
５
１
）

平
成
24
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」

は
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
24
年
３
月
ま
で
「
子
ど
も
手
当
」
を
受

け
て
い
た
人
は
、
改
め
て
認
定
請
求
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
６
月
分

の
手
当
か
ら
所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
受
付

６
／
20
㈬
～
22
㈮
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チケット発売中

7/11㈬

7/8㈰
7/10 ㈫

感動を呼んだあの舞台が初めて八女にやってくる
女優たちによる朗読劇

ヒロシマ・ナガサキ１９４５年

「夏の雲は忘れない」に出演する女優さんを
迎えての「朗読のつどい参加者」を募集します。

前売 4,000 円　 高校生以下 2,000 円
( 当日 500 円増し）

ハーモニーホール
18：30　開演

（18：00　開場）

18：00　開演
（17：30　開場）
会場：ハーモニーホール
　　　　（全席指定）

はちひめホール
18：00　開演

（17：30　開場）

「夏の雲は忘れない」

八女平和の祈りコンサート

6 人の女優と朗読のつどい

   

開催 催　　　し 会　場 時　間 入場料 問合せ先 電話番号

6/24 ㈰ 第 55 回　西日本吟詠大会　筑後大会 ハーモニー
ホール 9:30 開演 無料 ㈱西日本新聞イ

ベントサービス
092・711・
　5491

6/27 ㈬
～ 7/8 ㈰ 八女文化連盟美術部　会員作品展 ギャラリー

Ａ 9:00 ～ 19:00 無料 文化連盟美術部
（池田） 23・6740

7/3 ㈫～
12 ㈭ ジョー・オダネル　写真展 はちひめ

ホール 9:00 ～ 18:30 無料 おりなす八女 22・5332

7/7 ㈯ 同和問題啓発強調月間　人権講演会 
講演：山本華世　「自分らしく生きる」

ハーモニー
ホール 13:30 ～ 15:00 無料 八女市人権・同

和政策課 23・1490

7/8 ㈰ 八女平和の祈りコンサート ハーモニー
ホール 18:00 開演 前売券  一般 4,000 円 

高校生以下 2,000 円 おりなす八女 22・5332

7/11 ㈬ 女優たちによる朗読 「夏の雲は忘れない」 ハーモニー
ホール 18:30 開演 【自由席】一般 2,000 円 

高校生以下 1,000 円 おりなす八女 22・5332

7/14 ㈯ 第 62 回　八女地区青少年弁論大会 ハーモニー
ホール 13:00 開演 無料 八女保護区保護

司会 45・0092

7/15 ㈰ 映画上映会／新藤兼人監督作品　「一枚のハガキ」
出演者：大竹しのぶ、豊川悦司、柄本明

はちひめ
ホール

詳細は右記へお問
合せください

一般 1,200 円、高校生以下
800 円、小学生以下無料 映画を楽しむ会 090・1169・

　3993
7/20 ㈮
～ 22 ㈰

【夏休み企画】ピアノ体験♪ベーゼンドルファー＆スタイ
ンウェイを弾いてみませんか

ハーモニー
ホール 9:00 ～ 18:00 1時間（3 人まで）3,000 円 おりなす八女 22・5332

7/29 ㈰ 福島高校ブラスバンド部　第 23 回定期演奏会 ハーモニー
ホール 17:30 開演 前売券  300 円 

当日券  500 円
福島高校ブラス
バンド部（山本）22・5148

6 月・7 月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/　

申し込み・問い合わせ＝
おりなす八女（☎22・5332）

日色ともゑ　　大原ますみ　　高田敏江　　　寺田路恵　　渡辺美佐子　　柳川慶子

夏川りみ

2012 夏

ミヤギマモル

永井龍雲

全席自由　前売 2,000 円　高校生以下1,000 円（当日500 円増し）

募集

参加費 無料 定員 60 人 申込 6 月1日から

「焼き場に立つ少年」を撮った元米軍従軍カメラマン

会場：はちひめホール 入場無料7/3㈫～7/12㈭
ジョー・オダネル写真展

沖
縄
か
ら
３
人
の

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

　
　
愛
と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
お
り
な
す
八
女
を
活
用
し
た
自
主
教
室
開

催
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
、
応
募
者
自

ら
が
企
画
・
運
営
に
関
わ
り
講
師
と
し
て
活

動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
説
明
会
】
⃝
日
時
＝
７
月
14
日
㈯
14
時
～

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
⃝
参
加
申

込
方
法
＝
７
月
６
日
㈮
17
時
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
⃝
応
募
要
件
＝
八
女
市

に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
を
す
る
人
を

対
象
に
し
た
講
座
を
企
画
、
講
師
と
し
て
活

動
で
き
る
人
※
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
も

可
※
宗
教
・
政
治
・
営
利
を
目
的
と
し
た
も

の
や
、
特
定
団
体
、
事
業
の
宣
伝
・
広
報
等

を
目
的
と
し
た
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

【
企
画
内
容
】
⃝
テ
ー
マ
＝
文
化
・
教
養
・
社

会
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

広
く
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
る
も
の

⃝
実
施
期
間
＝
10
月
～
平
成
25
年
２
月
ま
で

の
水
曜
日
⃝
実
施
回
数
＝
単
発
講
座
（
１
回

の
み
）
ま
た
は
連
続
講
座
（
２
回
～
３
回
）

【
応
募
】
説
明
会
に
参
加
の
上
、
７
月
31
日

㈫
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
（
応
募

申
込
書
は
、
説
明
会
場
で
配
布
）。

おりなす八女  アナウンスセミナー

９月７日㈮スタート！

～ホールでのアナウンス全般と
　舞台上での司会進行の進め方～

募集開始：6 月15日㈮～
開催期間：9 月7日㈮～（全 10 回）
　　　　 第１・第 3 ㈮ 19：00 ～ 20：30
受講料：5,000 円

プロのアナウンサーとして活躍中
講師：なぎら朋子

お
り
な
す

八
女
講
座

水
曜
講
座
講
師
募
集

おりなす八女 イベント情報



おたんじょうびおめでとう

中嶋  彩
さ や か

弥加ちゃん
Ｈ23年6月21日生（上辺春）

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で

皆
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
さ
や

か
ち
ゃ
ん
。ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ネ
。

作
曲
家
の
團
伊
玖
磨
さ
ん
は
、

前
黒
木
文
化
連
盟
会
長
の
吉
村
誠

さ
ん
と
の
縁
で
た
び
た
び
黒
木
町

を
訪
れ
、
そ
の
際
は
、
好
ん
で
だ

ご
汁
を
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
團
さ
ん
を
し
の
ぶ
「
だ
ご
汁

忌
」
が
命
日
に
あ
た
る
５
月
17
日

㈭
、
黒
木
町
の
素
盞
嗚
神
社
境
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

境
内
の
碑
前
に
だ
ご
汁
が
供
え

ら
れ
た
後
、
黒
木
小
学
校
６
年
生

33
人
が
團
さ
ん
作
曲
の
「
花
の
街
」

と
「
だ
ご
汁
の
歌
」
を
、
八
女
消

防
本
部
が
「
八
女
消
防
の
歌
」
を

披
露
。
そ
の
後
、
團
さ
ん
が
こ
よ

な
く
愛
し
た
だ
ご
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
参
加
し
た
人
は
團
さ
ん
を
し

の
び
つ
つ
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

開
局
式
で
下
川
博
理
事
長
は

「
市
民
に
愛
さ
れ
る
、
八
女
に
あ
っ

た
Ｆ
Ｍ
を
確
立
し
た
い
」。
三
田
村

市
長
は
「
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
で
新
し

い
八
女
市
に
誇
り
を
持
ち
、
新
し

い
八
女
市
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し

て
い
き
た
い
。
Ｆ
Ｍ
八
女
は
、
そ

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ

と
と
期
待
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
三
田
村
市
長
が
15
時

15
分
に
放
送
開
始
宣
言
を
行
い
、

続
け
て
約
10
分
間
の
生
番
組
に
出

演
、
マ
イ
ク
を
通
じ
て
Ｆ
Ｍ
八
女

開
局
に
あ
た
っ
て
の
思
い
な
ど
を

語
り
ま
し
た
。

緊
急
告
知
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
６

月
下
旬
か
ら
12
月
中
ま
で
に
全
戸

に
無
償
配
布
し
ま
す
。
こ
の
防
災

ラ
ジ
オ
は
緊
急
時
に
自
動
的
に
ス

イ
ッ
チ
が
入
り
、
緊
急
放
送
を
大

音
量
で
流
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｆ
Ｍ
八
女
の
放
送
は
、
通

常
の
ラ
ジ
オ
な
ど
で
も
受
信
で
き

ま
す
。

團
伊
玖
磨
さ
ん

を
し
の
ぶ

（左）境内
にある碑前
にだご汁
が備えら
れました
（下）團さ
ん作曲の
歌を披露
する黒木
小学校6年
生児童

「JOZZ0BY-FMこちら
はエフエム八女です。た
だいまよりエフエム八女
Ａスタジオから、周波数
80.1メガヘルツ、出力
20ワットで放送を開始
します」

ＦＭYAME８０．１MHz
♪♩♬♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♬　♪♪♬♩

♪♩♬　♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♬　♪♪♬
♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♬

　
♪

♪♬

ＦＭ八女 
好評オンエア！
合併後の八女市の防災や行政情報の伝達と共有化を図る
ための新しい情報伝達手段である八女市コミュニティＦ
Ｍ放送局「ＦＭ八女」が６月１日㈮開局しました。メーン
スタジオのある黒木総合支所で開局式が行われました。

「あらゆる情報を市民の皆
さんに提供するとともに
市民の皆さんもコミュニ
ティFM放送を活用いた
だいて行政とともに共有
していくＦＭ放送局にして
いきたい」

ＦＭ八女開局記念番組生放送中のＡスタジオ

放送開始
宣言

   まち
の

わ
だ
い
Ｔ
Ｏ
Ｐ

ＩＣＳ

ＦＭ ＹＡＭＥ ８０．１ＭＨｚ 
八女市コミュニティＦＭ放送局
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